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　ＪＡほくさい総代選挙で（全地区無投票当選）、539名の総代が選出され、11月１日付で就任しました。
総代会は、正組合員の中から選ばれた総代（代表者）によって構成された、総会に代わる最高の意思決
定機関として位置づけられています。したがって、総代会の権限・機能は原則として総会と同じであり、
①定款変更 ②事業報告及び財務諸表・剰余金処分案の承認 ③毎事業年度の事業計画の設定など、ＪＡ
にとって最も重要な数々の議事を決定することになります。任期は３年で、第28回の通常総代会は令
和６年６月下旬を予定しています。総代のみなさまには、今後のＪＡの事業についてご指導・ご支援を
よろしくお願い申し上げます。

地 区 地 区 名 定 数 氏　名
第１区 長 野 6 内田 雅之　山﨑 時敬　横田 尚子　平野 進　江森 治夫　柿沼 隆司
第２区 佐 間 2 竹内 竹次郎　白根 利夫
第３区 持田前谷 7 荒井 登志子　三村 勝己　大河原 稔　関口 清　青柳 一夫　新井 規夫　島田 信茂

第４区 荒 木 9 福田 栄　青木 稔　川嶋 春夫　井ノ山 竹男　石田 幸弘　石田 雄一　田口 友子　石川 まち子
吉羽 キヨ  

第５区 谷 郷 2 小林 弘明　長谷川 誠

第６区 太 田 19
小林 仁　柿沼 宏幸　斉藤 豊之　中村 裕　平塚 達雄　松本 忠夫　宇田川 はる江　秋池 福美
鈴木 聖司　時田 操　鈴木 俊雄　門井 正　野口 智章　長谷部 忠司　山田 茂　相上 清松
稲葉 準一　藤間 正和　岡田 博行   

第７区 須 加 8 五十部 恵　永沼 信一　飯塚 茂夫　園部 たま江　関口 和男　長島 茂男　蓮 豊　長谷川 彰男
第８区 太 井 2 小暮 武　栗原 昭司
第９区 星 河 7 河邉 英弘　浜山 陽子　萎澤 隆夫　神田 一雄　細井 文夫　加藤 弘　松本 順之
第10区 北 河 原 6 森 由広　内村 賢次　瀬尾 一郎　吉田 孫兵衛　栗原 照夫　吉田 勇次郎

第11区 埼 玉 14 木村 尚夫　川﨑 康彦　竹井 好行　山本 春子　町田 守男　小山 治子　武藤 隆　小林 明子
冨田 多一　池田 三郎　木村 静江　金子 秀敏　篠原 保夫　太田 和也

第12区 星 宮 6 新井 久男　棚澤 光　岩田 照美　寺田 陽子　為ヶ井 昇一　加藤 誠一
第13区 下 忍 5 島田 哲也　福島 暁　山口 勝充　小河原 敏郎　木村 佳津子

第14区 南 河 原 13 柿沼 義文　関口 泰夫　加瀬田 利夫　江森 広明　平井 保　若林 つる代　野中 實　坂本 雅一
門倉 啓二　細井 文江　関和 英之　関和 功　中野 清    

第15区 屈 巣 11 安野 悦男　藤村 徳之　岡﨑 誠　田沼 晃　武井 弘　大塚 一郎　松本 春士　長谷尾 克也
武藤 真弓　竹村 則男　程塚 正人

第16区 広 田 13 町田 千鶴　坂本 紀子　細井 良夫　馬場 勝美　野本 照夫　関根 多恵　小河原 知子
久保 美津子　馬場 毅　栗原 一郎　田嶋 孝司　安藤 進　神田 清

第17区 共 和 10 新井 恵子　青木 茂久　寺山 治夫　渡辺 清彦　岡戸 秀治　小川 明正　江森 光男　柿沼 伸路
岡田 富美子　岡田 和也

第18区 羽 生 ４ 出井 武男　小林 辰雄　飯塚 精一　熊井 康夫

第19区 岩 瀬 14 長島 清　柿沼 幸夫　川田 友司　内田 宏　柿沼 福司　行田 一郎　奈良原 良夫　川田　一
河田 貢　川田 和雄　芝田 洋一　山口 清貴　伊藤 伊津子　福田 和子

第20区 川 俣 10 今西 榮一　堀越 和子　増田 幸子　関口 浩　大塚 浩貴　新井 清司　山崎 澄雄　箱島 登
髙田 保　小峰 裕幸

第21区 井 泉 16
五月女 進一　秋谷 市子　根岸 一文　五月女 秀作　吉澤 克実　石井 瑞江　吉田 文雄
市村 よし江　小島 輝男　保泉 清　甲山 圭一　鳥海 正春　山下 直助　須永 孝　大山 芳一
川島 浩 

第22区 手 子 林 20
渡辺 由紀子　川邉 和洋　吉岡 憲一　鴨田 裕　橋本 勝彦　髙野 憲二　関根 勝彦　小林 高久
小林 史準　小暮 照夫　若山 実　図斎 清　関根 隆　熊井 信夫　濱野 一郎　大門 清市
齋藤 一利　井上 賢二　樋口 幸男　長谷川 タマ子

【総代名簿】　令和５年11月１日から令和８年10月31日まで（敬称略）

わたしたちが総代です
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◆◆◆◆◆ ３年間よろしくお願いします ◆◆◆◆◆

地 区 地 区 名 定 数 氏　名

第23区 須 影 16 小礒 伸一　間仲 立美　荒井 守　小礒 桂子　大貫 勇一　鈴木 節枝　六川 善一郎　藤倉 富夫
木村 久枝　田沼 勉　小山 定子　金子 一夫　小磯 幸雄　根岸 克好　長谷川 一孝　中島 康雄

第24区 村 君 13 折原 弘一　落合 ハツ子　小菅 重治　荻野 勇　秋山 徳雄　関根 一男　折原 啓子　小白 栄
五ヶ谷 政一　田口 康宣　斎藤 茂　今成 光男　平井 康市

第25区 三田ヶ谷 17
柿沼 孝雄　島田 武司　島﨑 はや子　速水 乃理子　島﨑 雅子　奥澤 武　腰塚 隆　石合 雄一
森下 正己　小澤 雄一　須永 英司　福地 貞夫　斉藤 一郎　関根 春巳　為ヶ井 晴一
鈴木 三恵子　西山 俊雄

第26区 新 郷 14 福田 一男　漆原 正巳　髙橋 正和　戸井田 勝己　大谷 高雄　関根 ゆり子　多田 善一
中島 牡雄　砂埜 清一郎　安部 啓次　渡辺 全一　安羅岡 礼子　新井 鼎　正田 精一

第27区 加 須 ４ 野本 好男　小林 茂代子　大友 千明　小林 淳一
第28区 礼 羽 ７ 榎本 太英　山中 延治　木村 大輔　松本 稔　榎本 悦子　宮崎 一夫　松本 典明

第29区 不 動 岡 12 秋山 淳子　池田 和子　新井 明弘　内田 昌治　森田 稔男　尾城 和夫　𠮷澤 弘視　湯橋 栄一
内田 幸夫　平井 清敏　矢島 登之　儘田 兼一

第30区 樋 遣 川 18
小林 利男　日下部 喜美男　青鹿 展彦　秋山 雅明　大川 恵美子　熊倉 優子　福島 廣司
小森谷 和彦　飯塚 健次　小熊 実　久保田 敦夫　高橋 覚　成田 実　生方 一雄　新井 輝
田辺 ひさ子　岡戸 正　門倉 富雄

第31区 三 俣 17
永野 進一郎　大塚 専司　新井 秀明　宮内 愼弥　田村 喜成　飯田 隆夫　町田 百合子
関根 一男　石川 一雄　篠原 和雄　藤野 一　堀江 洋一　塩田 利明　福田 一夫　鈴木 市郎
樽見 豊　齋藤 健二

第32区 大 桑 18
青木 敏男　田口 宏　梅田 繁雄　金子 昇　門井 悟子　山岡 泰子　中里 富美子　小野田 利昭
大越 隆　中里 公一　福田 隆　川島 光夫　中山 英俊　石崎 秀夫　関根 政雄　真中 茂雄
秋葉 健一　関口 一美

第33区 水 深 21
野本 功　尾島 光夫　蓮見 実　斉藤 勇　飯島 一雄　瀬田 純子　岡村 敏夫　𠮷川 幸雄
大熊 美智子　大熊 実　新井 國男　新井 博幸　大井 好夫　関和 俊雄　藤野 邦夫　小泉 喜信
田村 一彦　木村 裕　古茂田 恵造　金子 照義　大熊 芳子 

第34区 大 越 14 荒木 典子　栗原 梅吉　荻野 隆治　小関 正雄　中澤 俊雄　大塚 洋子　栗原 勝正　大塚 克己
溜ヶ谷 啓和　斉藤 京子　須藤 正一　羽鳥 久男　竹内 光司　佐藤 定男

第35区 志 多 見 16 松村 昇　松村 安雄　増田 光江　島野 忠　長浜 英男　川島 克次郎　松本 美良　新井 健夫
田沼 緑　堀越 幸男　赤坂 忠男　赤坂 雅美　松本 健一　町田 稔　久野 映彦　田島 重光

第36区 騎 西 ６ 増田 明男　増田 広美　若林 浩二　福島 恵子　橋本 忠明　谷山 栄一

第37区 田 ケ 谷 14 野中 史一　篠塚 孝夫　坂本 君夫　木﨑 喜一　清水 豊一　五十嵐 秀夫　川口 春雄
新井 久王　野原 正則　斉藤 清　福岡 憲昭　田口 浩司　網野 龍雄　松村 ひさ子

第38区 種 足 18
宮野 栄一　谷部 貴一　小川 トミ子　江口 浩寿　関根 尚子　福田 敬冶　栗原 清一
藤井 浩一　中村 和美　野﨑 秀俊　渡辺 均　清水 久雄　岡田 幸作　岡田 勉　加藤 浩行
松永 正治　大島 芳雄　斉藤 清志

第39区 鴻 茎 15 小森谷 輝夫　関口 剛史　梓沢 一雄　小久保 和幸　深町 健二　藤野 光義　長谷部 一郎
武藤 米子　増田 栄一　宮内 正　菊地 順一　川野 幸雄　小坂 裕　黒川 浩　長濱 信二

第40区 高 柳 12 杉田 世志明　田沼 清　小沼 武　安河 誠一　会森 幸之進　嶋村 浄　綱川 みつ江　臼倉 裕一
筑 洋一　藤間 忠司　青木 忠義　中島 隆明

第41区 北 川 辺
１区～４区 16 野中 雅樹　佐藤 一悦　羽鳥 三雄　平井 榮　石川 博　飯塚 武　栗原 範明　大澤 正子

今成 和仁　柴田 均　赤荻 靜子　荻原 儀文　山本 啓二　柿沼 克男　石井 明　小島 ふみ子

第42区 北 川 辺
５区～９区 15 増田 守男　飯塚 豊　出井 弘之　小堀 庄司　松橋 京子　印出 光男　小林 富美子　浅野 裕一

多田 光利　奥貫 浩子　稲村 道明　中野 登　大谷 真由美　寺田 栄二　山中 盛蔵

第43区 東 ９ 井澤 勝　渡辺 隆都志　江森 茂　石和田 好男　田村 幹雄　栗原 功　 本 一生　大竹 功一
根岸 和子

第44区 原 道 16 小島 光雄　青鹿 誠　小野田 義久　今成 正芳　金子 京子　清水 修　植竹 辰夫　臺 正司
松本 英子　大澤 賢司　齊藤 明男　坂田 順子　駒宮 孝夫　青木 利雄　山口 弘　松村 光明

第45区 元 和 12 今成 正雄　立野 博　萩原 博之　大塚 茂　石渡 信雄　澁澤 康乃　鳥海 勝則　並木 一夫
塚越 雅治　小林 貞子　小林 洋幸　平井 悦男

第46区 豊 野 15 遠藤 雅彦　大塚 賢一　田中 武　小林 達宜　青木 林蔵　丸山 浩幸　門井 喜一　鈴木 偉美子
出井 博　塚田 静男　久保井 和男　伍井 真知子　吉羽 永子　吉羽 秀男　福山 勝夫
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に行こう！
ほくさい地域の神社仏閣４か所をご紹介します。

至
行
田

小松神社　羽生市小松 280番地　☎ 048-561-3543

玉敷神社　加須市騎西 552-1　☎ 0480-73-6022

伊弉諾命、伊弉冉命が祀られる本殿

玉敷神社社殿

大晦日の参道ライトアップ

小松神社の大銀杏

　小松神社は、伊弉諾命（いざなぎのみこと）、伊弉冉命
（いざなみのみこと）、小松大明神（平重盛公）の三柱の御
祭神が鎮座する羽生領の総鎮守です。
　景行天皇の代（55年）日本尊命が東方遠征の途中に小
祠を建立し、伊弉諾命、伊弉冉命の二柱を祀ったといわれ
ています。
　治承３年（1179年）に小松内府・平重盛公が没し小松
大明神として祀られ、目印として脇に大銀杏が植えられま
した。
　家内安全、商売繁盛、厄除、交通安全、初宮、
七五三祈願などが神
徳とされています。
　元日午前８時か
ら、辰年限定のお守
り100体と飾り絵馬
50体が授与されま
す。

　玉敷神社は大宝３年（703年）に隣接の正能地区で創建
され（成務天皇６年（136年）創建説もある）、江戸時代
まで「勅願所玉敷神社、久伊豆大明神」と称し、旧埼玉郡（後
の旧南北両埼玉郡）の総鎮守として、深く信仰されてきま
した。
　御祭神の大己貴命（おおなむちのみこと）（またの御名：
大国主命・おおくにぬしのみこと）の御神徳は、厄除・開運・
縁結び・安産・豊作・商売繁盛等、広大です。
　社殿は本殿と幣殿が文化13年（1816年）の建築で、外

周を飾る彫刻は江戸三
名工の１人、五代目後
藤茂右衛門の作です。
　大晦日には参道をラ
イトアップし、元日に
は旧騎西地区の交通安
全合同祈願祭が執り行
われます。

正月の社務所
※今年撮影

❹



㈱武蔵屋本店
加須市不動岡2-6-44
☎0480-61-0172
加須産大豆、埼玉県産も
ち米を使用した生五家宝
を１個120円（税込み）で
販売中！

金澤製菓店
行田市埼玉5288
☎048-559-1663
猫をモチーフにしたねこ
もなかを１個150円（税
込み）で販売中！

前
さき

玉
たま

神
じん

社
じゃ

　行田市埼玉 5450　☎ 048-559-0464

不
ふ

動
どう

ケ
が

岡
おか

不
ふ

動
どう

尊
そん

　總
そう

願
がん

寺
じ

　加須市不動岡 2-9-18　☎ 0480-61-0031

不動明王が祀られている不動堂

前玉神社本殿

文殊菩薩が祀られている山門

三毛猫のさくら猫の絵馬

❖ 門前の和菓子屋さんの話題のお菓子を紹介します ❖

　前玉神社は「延喜式」（927年）に記載される古社で、幸魂（さ
いわいのみたま）神社ともいいます。前玉神社は、埼玉県名の発
祥となった神社であると言われています。
　前玉神社に祀られている神様は、前玉比売神（サキタマヒメノ
カミ）と前玉日子神（サキタマヒコノカミ）で、女神と男神が一
緒に祀られていることから、恋愛成就や夫婦円満、縁結びを祈願
される方が多く参拝されます。
　最近は神社に住む３匹の猫（きなこ、さくら、ミント）を目当て

に参拝する方も多く、メディ
アにも取り上げられ
るほどの人気です。
　猫みくじには、お
みくじの他に小さな
猫の人形が入ってい
おり、猫の色によっ
て期待できるご利益
が異なります。

　不動ケ岡不動尊總願寺（真言宗智山派）の歴史は古く、
仁和２年（886年）に光孝天皇の御勅令により智證が彫っ
た不動明王をおまつりしたことがはじまりとされています。
　江戸時代には徳川将軍家から信仰を受け、五代将軍徳川
綱吉公から御朱印百石を賜ります。
　成田山新勝寺、高幡不動金剛寺とともに、関東三大不動
の一つに数えられます。
　ご利益は主に、開運、商売繁盛、火防。
　元旦午前０時から新春大護摩供厳修が行われる他、元旦
から３日間、山門上層

に安置される秘仏の文殊菩薩がご
開帳されます。また、ご本尊不動
明王が持つ不動剣と同様の、特別
に祈願した不動剣と手綱を結び、
手綱を持つことで無病息災のご利
益が得られる宝剣加持も参籠堂

（さんろうどう）で元旦から３日
間行われます。

❺



理
事
会
か
ら

10
月
27
日
の
議
案

①
令
和
５
年
度
上
半
期
仮
決
算
実

績
に
つ
い
て

②
支
店
運
営
協
力
委
員
会
規
程
の

全
文
変
更
に
つ
い
て

③
大
口
信
用
供
与
の
承
認
に
つ
い

て
④
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑤
令
和
５
年
産
出
荷
契
約
米
規
格

外
「
彩
の
か
が
や
き
」
内
金
単

価
（
追
認
）
に
つ
い
て

⑥
令
和
３
年
産
米
穀
共
同
計
算
の

本
精
算
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
は
税
務
法
律

相
談
を
２
日
に
分

け
て
開
催
し
ま
す

法
律
相
談　

１
月
５
日
㈮
本
店　

税
務
相
談　

１
月
９
日
㈫
本
店

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

１
月
５
日
㈮
（
法
律
）

　
　
　
　

１
月
９
日
㈫
（
税
務
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

国が支え
る 安心が大

きくなる

担 い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご
相談については、ＪＡほくさい
か農業委員会または農業者年
金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

　労災保険は、労働者に業務災害（病
気・けが等）が起こった場合に保険
給付を行う制度です。農作業中の事
故に備えて、農業者は下記３種類の
労災保険のいずれかに加入すること
ができます。

詳しい内容のお問い合わせ、お申し
込みは各支店・営農経済センター窓
口で承ります

指定農業機械
作業従事者

農業者のための

労災保険

特定農作業
従事者
※加入要件があります

中小事業主等
※雇用のある
　農業経営者の方に

❻



年末年始のJA業務
月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

12月29日 金 通常営業

通常営業

12月30日 土

休業させていただきます
12月31日 日

１月１日 月

１月２日 火

１月３日 水

１月４日 木 通常営業
〈ＪＡの自動車共済等をご契約の方へ〉　店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承ります。
また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。なお、ＪＡ
共済日常生活事故対応センター（☎0120-628-931）は年中無休で受付いたします。受付時間9：00～21：00までの間にご連絡く
ださい。

月 日
行田燃料配送センター

（行田・川里・羽生のお客様）
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
（加須・騎西・北川辺・大利根のお客様）

☎0480-61-4303
行田セルフＳＳ
給油7:00～21:00 ガスセンター

12月30日 土
A重油のみ（予約分）の配送 ※ 通常営業

休業させて
いただきます

☆休日・夜間の
緊急連絡先

JAほくさい
ガスセンター

☎048-561-8411

12月31日 日

１月１日 月

休業させていただきます
休業させて

いただきます１月２日 火

１月３日 水
通常営業 通常営業１月４日 木 通常営業

※�30日、31日のA重油の配送は、12/29までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、
30日、31日のAM9：30までに各配送センター宛にご連絡ください。

月 日 行田直売所
☎048-556-2203

羽生直売所
☎048-563-4609

加須直売所
☎0480-61-3044

騎西直売所
☎0480-73-6776

北川辺直売所
☎0280-62-3636

12月23日 土

通常営業
年末感謝セール 年末感謝セール

（12/26㈫　　
　　　臨時営業）

年末感謝セール
通常営業

12月24日 日

12月25日 月
通常営業

通常営業
12月26日 火 定休日
12月27日 水 定休日 定休日

通常営業 通常営業
年末感謝セール
（12/27㈬　　
　　　臨時営業）

12月28日 木 通常営業
通常営業12月29日 金 年末感謝セール

12月30日 土 通常営業
12月31日 日 正午まで営業
１月１日 月

休業させていただきます
１月２日 火

１月３日 水

１月４日 木

１月５日 金

１月６日 土 通常営業

イベントの
ご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
年末感謝セール
12/29㈮
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※200名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/23㈯～12/24㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日100名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/23㈯～12/26㈫
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/23㈯～12/24㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

年末感謝セール
12/27㈬～12/30㈮
☆1,000円以上お
買上げのお客 様
に粗品プレゼント
※各日50名様ずつ
☆お米特売

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

❼



JA教育ローン（ジャックス保証）

～ＪＡほくさい女性部では一緒に活動する仲間を募集しています～

ＪＡマイカーローン（ジャックス保証）

ＪＡほくさい女性部 部員大募集！

令和6年3月31日㊐までにお申込分で、3ヶ月以内に実行する案件

■お問い合わせ先  ＪＡほくさい本店・営農支援課　☎048-56３-3000  担当：立木
行田営農経済センター ☎048-556-1172 騎西営農経済センター ☎0480-73-1122
川里営農経済センター ☎048-569-0003 北川辺営農経済センター ☎0280-62-2211
羽生中央支店 ☎048-561-1009 大利根営農経済センター ☎0480-53-9230
加須営農経済センター ☎0480-61-0906　

詳しくはJAほくさい各支店および本店ローンセンターへお問い合わせください

ＪＡほくさい女性部では、互いに学び交流しながら、料理教室、グラウンド・ゴルフ大会、ボラン
ティア活動、親睦旅行、手芸や趣味の集いなど、楽しく活動しております！
●参加するには？
⃝対象…ほくさい管内にお住まいの女性ならどなたでも入部で

きます。
⃝会費…各支部にて異なりますが、300円～1,000円程度です。

活動にあたり、月謝や材料費がかかる場合があります。

※⑦のエコカーとは、ハイブリッド車、電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車等、当ＪＡが定める車種に限ります。

特別金利キャンペーン
3.480年 ％ 2.480年 ％

令和6年
4月30日㊋
申込分まで

店頭標準金利：3.98％のところ 最大軽減金利
固定
金利

お取引内容により

2.655年 ％ 1.655年 ％（店頭標準金利：4.080％）

キャンペーン金利(固定)

軽減

最大軽減金利(保証料込)

さらに

金利軽減項目
① インターネット事前審査サービス利用者 0.300％軽減
② ＪＡカード加入（既契約含む） 0.500％軽減
③ 給与振込指定者 0.500％軽減
④ ＪＡネットバンク契約者 0.500％軽減
⑤ 自動車共済代理店購入案件 0.300％軽減
⑥ ＪＡほくさい自動車センター購入案件 0.300％軽減
⑦ エコカー購入 0.200％軽減
⑧ ＪＡほくさい住宅ローンご利用者中の方 最大軽減適用
⑨ マイカーローン借換案件 最大軽減適用

1.000年 ％

キャンペーン金利から
さらに最大

お待ちして
ま～す！

❽



農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
が
長

期
間
続
き
、
水
稲
栽
培
農
家
の
皆

さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ
等

害
虫
の
発
生
も
多
く
、「
彩
の
か

が
や
き
」
を
始
め
、
様
々
な
品
種

が
影
響
を
受
け
た
年
と
な
り
ま
し

た
。
県
で
は
、
毎
年
続
く
夏
季
の

高
温
に
耐
え
ら
れ
る
品
種
の
育
成

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

●「
え
み
ほ
こ
ろ
」っ
て

　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
品
種
？

　

両
親
は
「
と
ち
ぎ
の
星
」
と

「
さ
９
０
６
」に
な
り
ま
す
。（「
さ

９
０
６
」
は
「
彩
の
か
が
や
き
」

と
東
北
１
９
２
号
」
の
交
配
で

す
。）

※
詳
細
は
下
記
の
埼
玉
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
作
成
の
特
性
及
び
表

１
を
御
覧
下
さ
い
。

●
栽
培
は
ど
こ
で
し
て
い
る
の
？

　

現
在
、
埼
玉
県
内
に
お
け
る
栽

培
は
、
加
須
市
と
幸
手
市
の
２
か

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
振
興

セ
ン
タ
ー
管
内
で
あ
る
加
須
市
平

永
地
区
に
お
い
て
、
令
和
３
年
に

試
験
的
に
10
a
栽
培
し
ま
し
た
。

翌
年
の
令
和
４
年
に
は
加
須
市
種

足
地
区
で
60
a
再
び
試
験
栽
培
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
５
年

は
前
年
の
種
足
地
区
60
a
に
加
え
、

加
須
市
高
柳
地
区
で
も
1
2
0
a

栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
年
々
栽
培

ほ
場
を
増
や
し
、
生
育
・
品
質
状

況
の
確
認
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

９
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
高
柳
地

区
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
現
地
検
討
会

で
は
、
県
内
の
水
稲
種
子
関
係
者

の
他
、
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
の
採

種
組
合
の
方
に
も
、
多
数
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
県
内
の

各
地
域
で
試
験
栽
培
ほ
場
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。
少
し
で
も

早
く
水
稲
栽
培
農
家
の
方
々
が
栽

培
出
来
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
と
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

埼
玉
県
育
成
の
新
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」

表１　奨励品種決定調査 調査結果（2018～2022年）
栽培
条件

（移植期）
品種系統名 出穂期

（月/日）
成熟期

（月/日）
倒伏
程度

稈長
（㎝）

穂長
（㎝）

穂数
（本/㎡）

精玄
米重

（㎏/a）

千粒重
（g）

整粒比
（％）

白未熟
粒比

（％）

その他
未熟
粒比

（％）

早植
（5/14）

えみほころ 8/2 9/13 0.0 79 21.7 384 55.0 21.6 61.7 8.1 24.3

彩のきずな 7/27 9/5 0.0 70 22.5 455 55.4 21.8 65.3 15.2 13.8

彩のかがやき 8/9 9/23 0.0 79 20.9 401 53.4 19.9 49.5 25.1 19.9

普通期
（6/21）

えみほころ 8/20 10/3 0.0 81 21.9 338 53.7 22.1 77.3 2.1 11.6

彩のきずな 8/15 9/27 0.0 71 22.5 428 47.9 22.5 76.9 6.9 9.6

彩のかがやき 8/23 10/9 0.0 73 21.3 353 52.5 21.3 73.2 6.9 11.9
注）データは2019-2021年の平均値、移植期は早植５月13～14日、普通期６月21～22日　施肥量（N成分.㎏/a）
　  基肥0.5　穂肥0.3（彩のかがやきのみ中間肥0.2）

「えみほころ」の特性（早植）
⑴出穂期および熟期は「彩のきずな」と「彩のかがやき」の中間。
⑵稈長は「彩のきずな」より長く、「彩のかがやき」と同等。 （施肥量等により「彩のかがやき」
　より長くなります）
⑶穂長は「彩のかがやき」よりやや長く、「彩のきずな」よりやや短い。
⑷穂数は「彩のかがやき」、「彩のきずな」より少ない。
⑸試験期間を通じて倒伏は見られていない。
⑹収量は「彩のきずな」、「彩のかがやき」と同等。
⑺玄米の千粒重は「彩のかがやき」より重く、「彩のきずな」と同等。
⑻「彩のきずな」、「彩のかがやき」に比べ、白未熟粒は少なく、その他未熟粒はやや多い。
⑼「彩のきずな」、「彩のかがやき」並の良食味。
⑽高温登熟性は「強～やや強」、耐冷性は「やや弱」。
⑾葉いもち「やや弱～弱」、穂いもち「中」、紋枯病「弱」、白葉枯病「やや弱」、穂発芽性「難」。
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　加須市園芸組合は10月24日に、ＪＡ不動岡野菜集荷所で、生産者やＪ
Ａ職員、全農さいたま、取引市場関係者ら30人が集まり、越冬キュウリ
の目ぞろえ会を開きました。来年春先までの長期出荷のため、規格の統一
をはかり有利販売に繋げることが目的です。生産者が持ち寄ったＡ規格を
並べ、梱包を解いて、検査員を中心にキュウリの太さや長さを手に取って
確認しました。
　同組合の内田幸夫組合長は「今シーズンの夏は観測史上最も暑く、キュ
ウリにとって過酷な環境でのスタートとなった。寒い時期を迎えるこれか
らがキュウリ農家の腕の見せ所だ」と意気込みを語りました。

　ＪＡ年金友の会大利根支部は10月17日に、加須市大利根運動公園で、
会員同士の親睦と交流を図ることを目的にグラウンド・ゴルフ大会を開
きました。参加者は161名。
　優勝は元和地区の加納勉さん。加納さんは「農協のグラウンド・ゴル
フ大会で優勝したのは初めてで、とても嬉しいです。一緒にプレーして
くれた仲間と天候に恵まれ、好成績を残す事ができました」と喜びを語
りました。準優勝から５位は以下のとおりです。
準優勝：渡部信男さん（東地区）第３位：大塚照子さん（元和地区）
第４位：金子政男さん（原道地区）第５位：坪井行夫さん（東地区）

　鴻巣市鴻巣フラワーセンターで10月14日に、埼玉の花植木大
商談会が開催され、ＪＡほくさい川里花き出荷協議会（大山博之
会長）が２ブース、会員15名が12ブース出展しました。
　県産花植木の魅力をアピールして需要拡大につなげることが目
的です。
　丹精に育てたシクラメンを出展した同協議会の小河原正純副会
長は、「資材高騰で生産は厳しい状況だが、新しい商品に挑戦し、
ニーズに合ったものを作っていきたい。市場・売店の動向などい
ろいろ話ができてよかった」と手応えを感じていました。

　ＪＡは10月24日に、第１回Ｊ
Ａほくさい写真コンテストの表彰
式を開きました。
　７月、８月のほくさい管内の農
業・農村風景や年中行事などの写
真を募集し、多くの方から応募を
いただきました。
　最優秀賞は、梨農家で加須市鴻茎の梓沢幸子さんの「彩玉」に

決定しました。この作品は令和７年ＪＡカレンダーの
７月・８月に掲載される予定です。入賞者は以下のと
おりです。
■優秀賞　「青と白」
　加須営農経済センター　松井庸一係長
■優良賞　「トウモロコシとれたよ」
　羽生営農経済センター　田口貴士職員

越冬キュウリ目ぞろえ会開催

大利根地区年金友の会グラウンド・ゴルフ大会開催

川里花き出荷協議会が大商談会に参加

第１回ＪＡほくさい写真コンテスト表彰式

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

同組合員と関係者ら

買参人と商談する小河原副会長（中）

最優秀賞：「彩玉」

優良賞：「トウモロコシとれたよ」優秀賞：「青と白」

後列左から（青木支部長・金子さん・坪井さん）
前列左から（大塚さん・加納さん・渡部さん）

左から松井係長、梓沢さん、大塚宏組合長、田口職員
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　羽生農産物直売所利用組合（平井紘一組合長）は10月14日に、羽生市内の
ほ場で、直売所の活性化と地域住民に直売所をＰＲすることを目的に、今年で
３回目となる「直売所ふれあい交流会」を開きました。地元住民21組55人が
参加し、芋堀体験を行い、１家族５株15キロを持ち帰りました。併せて希望
者には落花生の収穫体験も行いました。
　参加した親子は「お母さんと一緒に芋堀りができて楽しかった」と笑顔を見
せていました。

羽生農産物直売所利用組合が
ふれあい交流会開催

　ＪＡは、10月12日にＪＡ本店で、ＪＡほくさいこども食堂贈呈式を
開き、ＪＡの大塚宏組合長が、管内のフードパントリーやこども食堂を
運営する団体に、「彩のきずな」１㌧を寄贈しました。
　今回の寄贈は、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活
用し、地域の子育て支援を目的としています。
　大塚組合長は、「ほくさい管内で穫れた新米の美味しさを、たくさん
の子供達に味わってもらいたい」と話しました。

　ＪＡは10月21日、行田中央支店・羽生中央支店・川里中央支店で年金相
談会を開催しました。
　この相談会はこれから公的年金を受ける人や、今受け取っている年金に疑
問のある方からの相談を無料でお受けするものです。
　ＪＡでは年金の専門家である社会保険労務士による相談会を隔月で開いて
います。参加をご希望の方はお気軽に最寄りの支店までお申し出ください。

　ＪＡ行田給油所は、10月中旬にＬＩＮＥの登録者数が7000人を突破しまし
た。　
　2021年８月に同給油所の紹介と、他部署の情報発信のツールとしてＬＩＮ
Ｅアカウントの開設をし、5000人の登録を目標としてきました。
　同給油所の野中督所長は「ＬＩＮＥ登録者１万人に向けこれからも、色々な
イベントを企画したい」と意気込みを語りました。

　加須市立志多見小学校（寺井次郎校長）は、10月２日に有限会社早
川農場のほ場で「彩のきずな」の稲刈りを行いました。
　参加したのは４～６年生の合計65名。同社の早川良史代表や従業員
の皆さん、学校応援団の川島達男さんと長浜章さん、鈴木節子さんが指
導にあたりました。
　今年は新たに田んぼアートに挑戦した児童らは、「収穫が出来て嬉し
い」と喜びながら、元気いっぱいに作業していました。

ＪＡが新米１㌧寄贈

年金相談会開催

行田給油所ＬＩＮＥ登録者数7000人突破

志多見小学校が稲刈り

芋堀りを楽しむ親子

新米を寄贈する大塚組合長（左から4番目）とこども食堂代表ら

利用者にＬＩＮＥの登録を勧めるＪＡ職員

新米の収穫作業をする児童ら

羽生中央支店での様子

令和５年度　年金相談会日程　
● 12 月 16 日㈯　加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央支店
●　2 月 17 日㈯　行田中央・川里中央・羽生中央支店
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

羽生市
ムジナモ保存会

はにゅう通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は羽生地区です。

離
農
す
る
友
よ
り
届
く
今
年
米　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

湯
豆
腐
の
ゆ
ら
ぎ
を
一
人
聴
く
夜
か
な　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

菊
晴
れ
や
米
寿
の
盃
に
感
涙
す　
　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

一
枚
の
忘
れ
物
ご
と
朴
落
葉　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

思
ひ
出
に
つ
な
が
る
時
間
落
葉
道　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

青
空
に
取
り
残
さ
れ
し
梨
ひ
と
つ　
　
　
　
　

〃　
　

根
岸　

栄
一

寂
れ
た
る
湯
宿
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

こ
の
地ほ

球し

の
寿
命
尽
き
そ
う
冬
花
火　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

今
年
捨
て
来
年
の
夢
稲
を
刈
る　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

画
布
は
空
自
由
自
在
に
秋
の
雲　
　
　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

用
水
の
畦
を
彩
る
曼
殊
沙
華　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

推
敲
の
句
に
割
り
込
み
し
夜
の
ち
ち
ろ　
　
　

〃　
　

出
井　

允
子

落
ち
鮎
の
見
事
に
反
り
て
焼
か
れ
け
り　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

新
米
の
喜
び
奏
で
る
精
米
機　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

永
沼
規
美
雄

乾
燥
機
音
の
つ
づ
き
し
夜
業
か
な　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

新
そ
ば
や
秘
境
老
舗
の
山
葵
の
香　
　
　
　
　

〃　
　

田
沼　

絹
子

折
り
目
立
つ
揃
い
半
纏
秋
祭
り　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

孫
か
ら
の
和や

わ

き
花
束
敬
老
日　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

井
上
美
智
子

友
逝
き
て
明
日
は
我
が
身
か
年
の
暮　
　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

体
育
祭
老
人
会
が
仕
切
り
を
り　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

野
あ
ざ
み
の
利
根
の
堤
や
筑
波
ま
で　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

一
打
し
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
や
秋
の
風　
　
　

加　

須　

田
島　

許
子

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

生
命
線
少
し
伸
び
た
る
柚
子
湯
か
な　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

（
評
）冬
至
の
日
は
柚
子
風
呂
を
立
て
て
入
る
習
慣
が
あ
る
。
五
月
の
節
句

の
し
ょ
う
ぶ
湯
と
共
に
み
そ
ぎ
の
名
残
だ
と
言
う
。
ゆ
っ
た
り
と
湯
に
浸

か
り
体
が
ほ
っ
こ
り
す
る
と
、ま
る
で
生
命
線
が
伸
び
た
様
な
気
に
な
る
。

柚
子
湯
と
は
運
を
呼
び
込
む
前
に
体
を
浄
め
る
と
言
う
意
味
も
あ
る
。

　羽生市ムジナモ保存会は、国の天然記念物に指
定されている羽生市の「宝蔵寺沼ムジナモ自生地」
の、保全を目的に昭和58年10月に地元市民を中
心に発足しました。現在の会員は133名です。
　同保存会は、月１回の観察会で宝蔵寺沼の食虫
植物ムジナモの生息状況の確認や水質調査、ウシ
ガエルのおたまじゃくなどの駆除を行い、年２回
保存会議で観察会の調査結果など基に、今後の活
動について話し合いを行っています。
　また、普段立ち入りが禁止されている宝蔵寺沼
でムジナモが観察できる見学会を、一般の方向け
に７月・８月の水曜日に開催しており、宝蔵寺沼
の保全の大切さなどをＰＲしています。
　地道な活動が身を結び、平成23年に80株だっ
たムジナモが令和５年には推計で117万株にまで
増殖しました。
　野中孝一会長は「これからも保存活動を通じ、
宝蔵寺沼の自然とムジナモを守っていきたい」と
話しています。

　ムジナモは水面に浮かぶ水草の一種。ＮＨＫの連続テレビ小説「らんまん」の主人公のモデルとなった牧野
富太郎博士が発見し、ふさふさした表面がムジナ（アナグマ）の尾に似ていることから名付けられました。
　羽生市のムジナモは、大正10年に市内の教員速水義憲氏が宝蔵寺沼近くの平島で発見しました。
　ムジナモは、市内のさいたま水族館に展示されています。

羽生市ムジナモ保存会のみなさん

天然記念物「宝蔵寺沼ムジナモ自生地」 宝蔵寺沼のムジナモ

�



税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

家
業
と
我
が
家
の
祭
祀
を
主

宰
し
て
貰
う
た
め
、
後
継
者
に
生

産
緑
地
や
賃
貸
物
件
を
贈
与
し
た

り
遺
言
で
遺
贈
す
る
つ
も
り
で

す
。
他
の
相
続
人
二
人
に
は
15
年

前
に
住
宅
取
得
資
金
を
そ
れ
ぞ
れ

贈
与
し
た
ほ
か
、
死
亡
共
済
金
５

０
０
０
万
円
の
受
取
人
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
財
産
を
必
要

な
だ
け
後
継
者
に
取
得
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。
ど
ん
な
方
法

が
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
た
め
に
今

何
を
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

家
を
守
る
大
義
を

　

農
業
は
家
と
家
の
結
び
つ
き
で
地

域
社
会
の
秩
序
を
守
っ
て
き
た
だ
け

に
、
家
業
を
承
継
す
る
跡
取
り
を
擁

立
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
均
分
相
続
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
、
跡
取
り
に
家
産
を
集
中

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
家
を

守
る
必
然
性
が
薄
れ
る
な
か
、
相
続

の
権
利
義
務
を
わ
き
ま
え
た
相
続
人

に
は
「
家
を
守
り
家
業
を
継
ぐ
」
大

義
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

生
前
贈
与
と
遺
留
分

　

家
業
を
承
継
さ
せ
る
も
の
と
し
て

贈
与
や
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
移
転

す
る
こ
と
は
、
他
の
相
続
人
の
遺
留

分
を
侵
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

遺
留
分
は
兄
弟
姉
妹
以
外
の
相
続
人

に
保
障
さ
れ
て
い
る
遺
産
の
取
得
割

合
の
こ
と
で
、
被
相
続
人
が
生
前
の

贈
与
や
遺
言
に
よ
っ
て
財
産
を
自
由

に
処
分
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
遺
留
分
は
各
相
続
人

の
請
求
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
権
利
で

す
か
ら
、
贈
与
又
は
遺
贈
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
１
年
間
行
使

し
な
い
と
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
す
。
相
続
開
始
の
時
か
ら

10
年
を
経
過
し
た
と
き
も
同
じ
で
す
。

家
業
を
承
継
す
る
た
め
の

生
前
贈
与
と
税
金

生
前
贈
与
や
遺
贈
の
限
界

　

生
前
贈
与
に
よ
っ
て
家
業
を
承
継

で
き
て
も
、
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た

相
続
人
か
ら
遺
留
分
侵
害
額
を
金
銭

で
求
め
ら
れ
る
と
、
承
継
し
た
事
業

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
他
の
相
続
人
の
遺
留
分
を

考
慮
し
な
が
ら
生
前
贈
与
や
遺
贈
を

計
画
し
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

遺
留
分
の
対
象
に
な
る
財
産

　

遺
留
分
を
算
定
す
る
場
合
の
財
産

の
額
は
、（
被
相
続
人
が
相
続
開
始

時
に
有
し
て
い
た
財
産
の
価
額
＋
贈

与
の
目
的
と
な
っ
た
財
産
の
価
額

－

相
続
債
務
の
全
額
）
の
算
式
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
贈
与
の
目
的
と
な
っ
た

財
産
の
価
額
は
、
相
続
開
始
前
10
年

間
に
行
な
わ
れ
た
婚
姻
若
し
く
は
養

子
縁
組
の
た
め
又
は
生
計
の
資
本
と

し
て
贈
与
（
特
別
受
益
）
を
受
け
た

財
産
の
相
続
開
始
時
の
価
額
で
す
。

遺
留
分
の
侵
害
額

　

つ
ま
り
、
生
前
贈
与
が
相
続
開
始

前
10
年
よ
り
前
に
さ
れ
た
場
合
は
、

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
権
が
及
ば
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
遺
留

分
請
求
権
者
が
受
け
た
生
前
受
益
財

産
に
つ
い
て
は
、
相
続
開
始
前
10
年

の
限
定
が
無
い
の
で
、
15
年
前
に
受

贈
し
た
住
宅
取
得
資
金
は
特
別
受
益

財
産
で
す
。
そ
の
分
後
継
者
が
相
続

財
産
か
ら
支
払
う
弁
償
額
は
減
殺
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
地
の
生
前
一
括
贈
与

　

農
業
後
継
者
が
農
地
の
贈
与
を
受

け
る
と
贈
与
税
の
負
担
が
大
き
い
の

で
、
農
地
の
生
前
一
括
贈
与
に
よ
る

「
農
地
の
贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
特

例
」
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。
贈

与
者
又
は
受
贈
者
の
い
ず
れ
か
が
亡

く
な
る
ま
で
贈
与
税
の
納
税
は
猶
予

さ
れ
、
免
除
さ
れ
ま
す
。
親
の
相
続

で
は
引
き
続
き
「
農
地
の
相
続
税
の

納
税
猶
予
の
特
例
」（
終
身
営
農
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
恰
好

な
手
段
に
な
り
ま
す
。

分
割
協
議
に
よ
る
取
得

　

親
の
相
続
で
は
、
農
業
後
継
者
が

使
用
貸
借
に
よ
っ
て
使
用
収
益
し
て

き
た
農
業
施
設
は
相
続
財
産
で
す
か

ら
、
相
続
人
全
員
に
よ
る
遺
産
分
割

協
議
に
よ
っ
て
取
得
者
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
相
続
財
産
の
大
部

分
を
占
め
る
農
業
施
設
を
跡
取
り
が

取
得
す
る
こ
と
に
他
の
相
続
人
の
理

解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
他
の
相
続

人
に
対
し
て
代
償
金
を
支
払
う
な
ど
、

家
業
は
不
安
定
に
な
り
ま
す
。

相
続
時
精
算
課
税
に
よ
る
贈
与

　

こ
の
ほ
か
相
続
時
精
算
課
税
制
度

を
選
択
し
て
農
地
を
贈
与
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
贈
与
財
産
の
価
額
が

２
５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
を
超
え

る
部
分
の
20
％
相
当
額
を
納
税
し
て

お
き
、
贈
与
者
の
相
続
時
に
贈
与
さ

れ
た
時
の
価
額
を
相
続
財
産
に
加
算

し
、
す
で
に
納
税
し
た
贈
与
税
額
を

精
算
す
る
し
く
み
で
す
。
将
来
地
価

が
値
上
が
り
す
る
場
合
は
最
適
で
す
。

遺
言
に
も
遺
留
分
の
請
求
が

　

遺
言
に
よ
っ
て
農
地
や
賃
貸
物
件

を
遺
贈
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
他
の
相

続
人
か
ら
遺
留
分
の
侵
害
額
を
請
求

さ
れ
か
ね
な
い
。
後
継
者
は
「
農
地

の
相
続
税
の
納
税
猶
予
の
特
例
」
を

受
け
ら
れ
る
も
、
他
の
相
続
人
へ
遺

留
分
侵
害
額
を
支
払
い
、
相
続
税
を

納
付
す
る
こ
と
か
ら
事
業
の
継
続
に

支
障
を
き
た
す
で
し
ょ
う
。
事
業
用

資
産
の
贈
与
を
と
も
な
っ
た
早
期
の

経
営
移
譲
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、

他
の
相
続
人
の
相
続
取
得
が
予
定
さ

れ
る
財
産
は
、
可
能
な
限
り
生
前
に

贈
与
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ
ま

す❷
パ
パ
ー
、
マ
マ
ー
、
ど
こ
ー
？

❸
欧
米
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
こ
の

鳥
の
丸
焼
き
が
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
す

❹
大
好
き
な
歌
手
の
―
―
を
見
に

行
っ
た

❺
レ
ン
コ
ン
は
根
の
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
実
は
こ
れ

❿
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
る
貝

⓫
除
夜
の
鐘
を
突
け
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す

⓬
水
や
砂
と
混
ぜ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

作
り
ま
す

⓭
サ
ハ
ラ
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
と
い
え

ば⓮
刃
物
で
紙
を
加
工
し
て
描
き
ま
す

⓯
冬
の
京
都
市
は
―
―
冷
え
す
る
と

い
わ
れ
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
５
年
12
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

フ
ユ
ジ
タ
ク

タ
テ
の
カ
ギ

❶
冬
眠
す
る
も
の
も
多
い
大
型
の
哺

乳
類

❸
謎
の
多
い
浮
世
絵
師
、
東
洲
斎
―

―❻
そ
の
月
の
一
番
最
初
の
日

❼
寒
い
日
に
吐
く
と
白
く
見
え
る
こ

と
も

❽
授
業
中
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
ね

❾
ワ
カ
メ
の
根
元
に
近
い
部
分

⓫
―
―
予
報
に
よ
る
と
来
週
は
寒
い

ら
し
い

⓭
建
物
が
立
っ
て
い
な
い
宅
地

⓮
―
―
の
細
か
い
滑
ら
か
な
肌

⓯
年
越
し
に
付
き
も
の
の
麺
類

⓰
チ
ン
！
と
鳴
ら
す
と
人
が
来
ま
す

⓱
１
号
は
東
京
と
大
阪
を
、
２
号
は

大
阪
と
福
岡
を
結
び
ま
す

⓲
年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。
令
和
６
年
は
「
辰
」
で
す

　
早
い
も
の
で
２
０
２
３
年
も
今
月
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
と
っ
て
今
年
一
年
は
良
い
年
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
よ
う
や
く

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
、
ご
家
族
で
ご
旅
行
に
行
か
れ
た
方
、

ご
友
人
と
集
ま
っ
て
宴
会
な
ど
楽
し
ま
れ
た
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
い
間
我
慢
さ
れ
た
分
楽
し
さ
１
０
０
倍

で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
時
間
を
た
く
さ
ん
過
ご
し
て
行
き

た
い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
12
月
と
い
え
ば
「
師
走
」。
お
坊
さ
ん
が
家
々
で
読
経
な

ど
の
仏
事
を
行
う
た
め
、
忙
し
く
走
り
回
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

呼
び
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
、
総
じ
て
12
月
は
忙
し
い
月
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
皆
様
に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
大

晦
日
な
ど
年
末
が
近
づ
く
に
連
れ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　
一
年
の
締
め
く
く
り
、
私
た
ち
も
皆
様
と
共
に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
勢
い
の
ま
ま
、
来
年
も
い

い
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
�

Ｔ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
大
沼
　
隆
雄
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
高
橋
　
正
光
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
須
田
　
房
男
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
吉
川
　
孝
二
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
三
ツ
木
　
靖
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
金
子
　
利
一
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
遠
藤
　
雅
彦
さ
ま
（
大
利
根
）

☆
山
口
　
清
江
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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